
ア キ ス ペ ー ス＃今月の連載関連本

　不明熱や不定愁訴など一筋縄ではいかない臨床問題に取っ組んできた気鋭の医
師が、10の短編小説を書いた。フィクションだが、患者と医師のやりとりは、
むしろリアルだ。登場人物の誰かは、あなたの患者に、あなた自身に似ているか
もしれない。科学論文には意識的・無意識的に書き洩らされてきた臨床の妙が鮮
やかに描かれている。あくまで「医学書」を名乗るにふさわしく、確かな医学的
解説のみならず、明日の臨床に役立つ示唆にあふれる1冊。
　本書は、決して「患者の嘘を暴く方法」を指南するものではない。「患者さん
の中で何が起こっているのか」「患者さんは何に困っているのか」を、そして「医
師であること」をもっとよく知るための本である。
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